
火葬棟

待合棟

式場棟

受付棟

前庭

外部受付棟

設備スペース

設備スペース

全体的な希望

・基本的に火葬場も式場も工事期間を通じて稼働させたい

・4本の導線（B、D1、D2、E）は工事期間を通じて確保したい　

・式場での式典にできるだけ影響が少なくなるよう、式場棟周りの工事を先行して進めたい

火葬棟屋上

A1ゾーン

A4ゾーン

A2ゾーン

Bゾーン

Cゾーン

Dゾーン

Eゾーン

B導線（火葬関係）

E導線（サービス）

参考資料　工事の進め方に関する施設からの要望イメージ

Fゾーン

霊柩車

霊柩車
D1導線（式典準備）

D2導線（式典来客）

B仮設安全通路

C仮設安全通路

D1仮設安全通路

D2仮設安全通路フェーズ 1　（Dゾーン、Eゾーン工事）

・D1仮設安全通路、D2仮設安全通路、E仮設安全通路を設置

・E導線をE+導線もしくはE++導線に代替する

・D1仮設安全通路は霊柩車からのアクセスができるように扉を設ける

フェーズ 2　（Cゾーン、Fゾーン工事）

・Dゾーン、Eゾーン工事完了、他ゾーンとの接点を安全区画

・C仮設安全通路を設置

・元D1仮設安全通路付近と霊柩車のアクセスは、元D2仮設安全通路付近から霊柩車+で代替

フェーズ3　（Fゾーン、A2ゾーン工事）

・Cゾーン、Fゾーン工事完了、他ゾーンとの接点を安全区画

・B仮設安全通路を設置

※ 施設稼働に影響の少ないその他のゾーンについては、状況に合わせて工事を行う

　

E+導線（サービス）

E仮設安全通路

E++導線（サービス代車など）

霊柩車+

フェーズ2　　フェーズ 1 

フェーズ2　　フェーズ 1 
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